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子どもの貧困を考える

ネットワークニュース



総会報告 第２弾 会場発言

25年2月23日開催の第9回総会では、25人の会員参
加の上、活動まとめ・次年度方針の確認、決算・予算の確
認次年度の役員体制など、全ての議案が承認されました。
本号では、戸井副理事⾧の閉会挨拶と会場発言などを

お知らせします。新年度も、理事会一同、皆さまのご支援に
お応えするべく奮闘致します。ご支援よろしくお願いします。
はじめに、最近の医療問題にふれられた戸井副理事⾧の
閉会の挨拶をレポします。

子どもの貧困問題大阪ネットワークは、2016年9月24
日に結成されました。私の所属します歯科保険医協会は、
設立当初から関わっており、私は今回の総会で副理事⾧
の任につきました。
さて、中田理事⾧の挨拶にもありましたように、昨今、子

どものいる世帯での所得格差が拡がっております。大阪府・
市では、全国と比較して生活保護世帯の数が全国の2
倍・3倍多いという報告もあります。家計に占める食費の割
合も高く、エンゲル係数が3割を超える…という報道もありま
す。いま、日本全体が貧困にすすんでいる状況にあることは
間違いありません。この会の活動が、今後一層重要さが増
しています。引き続き、学習・行動の取り組みを強めていき
たいと思います。
本総会では、第二部で明石市の畔上裕子さんから支援

相談員の立場から、自治体の支援の現状をご紹介いただ
きました。私たちの会は、現場の視点を重視し、多彩な分
野の意見を集めて活動しています。今日の学習も、今後の
活動の糧になる非常に有益なお話だったと感じています。
改めて、畔上さんにお礼申し上げたいと思います。
ありがとうございました。
今国会では、高額医療費制度の窓口負担の引き上げ

が議論されています。政府の当初案に対し、患者会がすぐ
にアンケートをとり、患者の声を政府にたたきつけました。
その後、政府は修正案を出しましたが、⾧期治療に関わる
ところだけ見直したもので、8割の患者さんの負担増は変わ
りません。高額医療費制度の政府見直しは、全面白紙撤
回しかありません。
保健証廃止も、窓口負担の引き上げも、患者の医療へ

のアクセス権を奪うものであり、憲法違反だと言えるでしょう。
政府は、昨年から、薬の一部負担金も重くし、すでに保険
で認められている薬を医療から保険外しをすることも行って
います。安全性の確認された医療は、保険で誰もが利用
できるようするべきです。
今年7月に予定されている参議院選挙では、どの子にも

美味しい給食を無償で食べられ、お金の心配せずに行きた
い学校で学び、医療が必要な時は誰でも受診できる、そん
な環境をつくれる政府めざし、投票に行きたいものです。
本会の活動も、期待に沿って引き続きがんばりましょう。

閉会挨拶
副理事⾧戸井逸美

Gさん
市立の保育園で、毎日子どもとお母さんたちと接

しています。今日、畔上さんのお話を聴いて、もっと、
行政に訴えていかなあかんな～と思いました。
それから、明石市では、広く関係者への研修をされ
ている、こういうことも要請していきたいと思いました。

NPO Dさん
学習支援のNPOを立ち上げている。ただ、行政の
支援のあり方など、わかっていない市民が多い。
そんな中では、窓口業務が大変。親や関係者に

広報すること。知らせていく事が大事だ。

DVに関連して
22歳で150cm・体重35Kg。そんな女性が窓口

に来られたとき、明石市なら追い帰しますか?
大阪市の生活保護は、紙申請のみ、実態を聞くこ
ともせず、若いシングルママが撲殺される事件も発
生している。

公共の福祉の拠点が地方自治体であることを痛感し
た総会でした。万博・IR・カジノ→スマートシテイへと、
巨額の税金をざぶざぶつぎ込む大阪市。
政治的に闘うことなしに、子どもの貧困がなくなるわけあ
りません。学習・要請・行動の年にしましょう。

井上伸氏資料

維新政治の14年間で大阪府民の所得が大幅に減った
というデーター。「成⾧を止めるな!」と言いながら、府民
の成⾧を止め、盛っても盛っても沈む夢洲に山土ほり込
んで、もっぱら土建屋を儲けさせてきた。
そして、万博大赤字。大阪市民の税金でつけ払いは許
さない!


